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循環日誌から見る日系二世たちの生活世界 
―ブラジル・レジストロ市を事例に― 
佐藤	 悦子（東北大学大学院・博士研究員） 
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４、おわりに 
 
１、はじめに 
	 ブラジルにおける日本移民の歴史は、1908 年の笠戸丸による渡伯から始ま
り、現在、ブラジル日系人の人口は 130 万人とも言われ、そのうち 72％がサ
ンパウロ州に居住する1。現在、ブラジルの日系社会は、一世、二世の時代か
ら三、四世の時代であるといえる。彼らのナショナル･アイデンティティはブ
ラジル人であり、ポルトガル語が中心の生活である。2008 年には、ブラジル
日本移民 100 周年をむかえ、2004 年に誕生した最初の日系六世が、「ブラジ
ル日本移民百周年祭にとってシンボル的存在」とされた2。 
	 こうしてブラジル社会の構成メンバーとしてすでに市民権を得ているブラ
ジル日系人であるが、彼らは 1940 年代から農村部のエスニックコミュニティ
を脱し、サンパウロなどの都市部において社会上昇を果たしてきた3。一方で、
                                                             
1 サンパウロ州人文科学研究所が実施した日系人口調査によると、1988 年現在のブラ
ジルの日系人口は 128 万人で、ブラジルにおける日系人の構成比は、1 世 12.5％、2
世 30.9％、3 世 41.3％、4 世 13.0％、5 世 0.3％、不明 2.1％である。 
2 『サンパウロ新聞』（サンパウロ）2008 年 2 月 18 日付 
3	 前山（1996:p22-23）によると、ブラジル日系人は、家族内での協力関係の下で社会
上昇を果たした。一世や長男が農業に従事して経済的基盤を確保することで、次男・
三男はブラジル高等教育を受けホワイトカラーへの道を歩んだ。 
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1930 年代から在伯外国人の子弟教育への規制が強化される中、「和魂伯才」
論か「移民養子」論かというようなアイデンティティに関する議論が活発と
なっていった。従来の研究では、移民二世について、こうしたアイデンティ
ティや子弟教育の問題が着目されることが多かった（山東 2005，ジャンジー
ラ 2004 など）。しかしながら、こうした視点は一世による教育論や知識人た
ちの理念について論じられる傾向があり、当事者である日系二世たちの生活
世界を置き去りに、彼らをステレオタイプ的に語ってしまう可能性がある。 
	 以上のようなことを踏まえ、本稿では、ブラジル日系入植地であるレジス
トロにおいて青年期の日系二世らによって書かれた史料を通して、移民の第
二世代の生活世界について概観することを目的とする。移民二世たちが日本
とブラジルのはざまで葛藤を感じつつも、日々の日常を淡々と生きる姿を明
らかにすることで、新たな視点で彼らのアイデンティティやエスニシティを
捉えることが可能であると考える。2011 年 10 月から 2012 年 4 月に行われた
現地調査において循環日誌は収集された4。第 3 号から第 5 号までの 3 冊であ
り、1949年 5月 29日から 1950年 8月 5日までの 412日間が記録されている。
ただし、古紙のインク染みや調査時の記録機器の性能などによって、一部記
録が解読不可能な記録が 7 日間分あったことから、405 日間の記録を分析対
象とした。 
 
２、レジストロにおける日系二世たちの循環日誌 
2.1、レジストロの概要 
	 レジストロは、サンパウロ市から南西約 185km のところに位置し、リベイ
ラ河沿いにある地方都市である。1916 年に日本移民がはじめて入植した土地
であり、現在でも多くの日系人が暮らしている。 
	 ブラジルへの日本移民は 1908 年の笠戸丸に始まり、781 人がコーヒー農園
の契約移民としてブラジルに渡った。1925 年以降は、日本政府による国策移
民が開始され、戦前の日本移民の多くが1926年から10年間の間に移住した。
彼らの多くは数年間の出稼ぎによる金銭獲得を目的としていた。しかし、低
賃金である契約労働者のままでは経済的成功は見込めないと悟ると、借地農
さらには独立農を目指すようになる。こうして日本人の大集住地にノロエス
テ沿線が発展した。では、こうした日本移民が集住化する中で、レジストロ
はどのように位置付けられるのだろうか。以下は、『レジストロの六十年』に
                                                             
4	 循環日誌は 2012 年 1 月の現地調査においてレジストロ日伯文化協会の F 氏により
提供していただいた。 
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よるところが多い。 
	 ブラジル日系移民の入植地であるレジストロは、1913 年に設立された伯剌
西爾拓殖株式会社によって分譲、開拓された。当初、日本からブラジルに直
接入植することが前提とされていたが、事業は芳しくなく、すでに他の地域
に移住していた日本移民が 1916 年に入植したのがはじまりである。その後、
日本からの第一回入植者である 4 家族が 1917 年 1 月にブラジルに到着し、
1919 年末までに約 400 家族が入植した。当時、レジストロ入植地は「部」に
よって 5 つに分割されていた。 
	 1919 年には、事業を一括して行うため、伯剌西爾拓殖株式会社は、移民会
社である海外興業株式会社に合併された。こうして海外興業株式会社は、移
民事業と入植地運営の双方を担うことになった。レジストロは米を主作とし
ていたが、1919 年になり米の生産高が増えると会社側が精米所を建設した。
一方で、産業基盤の整備以外の学校の建設や病院の建設などは入植者の努力
によるところが大きかったという。1919 年にはレジストロ全域を包括した会
社側と入植者による組織として共拓会が発足された。 
	 レジストロにおける青年会の動きは 1918 年頃からあったといわれている。
初期の青年会の活動は「集まる」ことが目的であり、慣れない異国での開拓
地の生活の中で唯一の楽しみであった。第四部では、青年読書会を設立し、
毎週土曜日の午後からブラジル人教師を招聘するなど青年たちは集まってブ
ラジル・ポルトガル語の習得を目指した。その後、入植地全域にわたり青年
会が設立されたことから、1922 年に中央連絡機関としてレジストロ連合青年
会が発足した。主な仕事は独立記念日の運動会と演説会だった。その後、レ
ジストロ青年団と改称するも、1932 年にレジストロ連合青年会が再編成され
た。初期の青年会のメンバーの多くは、構成家族5として日本からブラジルへ
渡航した家長の弟や甥であり、比較的独自の行動をとれる立場にあったとい
う。しかし、1940 年頃から枢軸国民としての日本人が集まることは困難にな
っていき、青年会も自由に活動できなくなっていった。 
	 戦後、いち早くレジストロ入植地内で活動を再開したのは日系二世である
青年たちであった。終戦直後の 1945 年頃から各部で野球を始め、各部の間で
対抗試合が行われていた。1947 年には彼らは野球を主体とした運動クラブを
設立した。同年、他地区との野球試合をきっかけにレジストロ連合青年会が
再発足された。この頃、各部の青年会は、それぞれ部内での補助的活動を行
                                                             
5 移民事業への応募条件は 1 家族 3 人以上の労働力を有することとされた。その条件
を満たすため、養子縁組などを通してにわかに作られた家族を指す。 
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い、独立記念日などブラジル学校中心の催し事などは彼らの担当であったと
いう。一方、レジストロ入植地の総合的な団体は未だ発足されておらず6、連
合青年会が終戦直後のレジストロ入植地では唯一の日系団体であった。1949
年には結成された聖南西スポーツ連盟にレジストロも加盟し、第 1 回競技大
会を主催した。また、1950 年には聖南西野球大会を第二部のグラウンドで開
催し、同年 8 月にはレジストロにおける第 5 回の相撲大会を第 3 部で主催し
た。さらに、1952 年には最初の弁論大会も開催された。 
	 本稿で扱う循環日誌は、こうした戦後の青年たちの団体活動が開始された
当時のものである。 
 
2.2、1950 年頃の循環日誌と青年期の生活 
	 本節では、レジストロにおける日系二世の生活世界を明らかにするため、
1950 年頃の青年たちによって書かれた循環日誌を概観する。記録者はレジス
トロ入植地の第四部に居住していた当時 20 歳前後の男女 22 人である。日誌
はほぼ毎日循環され、青年たちは月に 1、2 回のペースで日誌を記録すること
になる。日誌には、日本語によって一日の仕事や第四部内での出来事が記載
されていることが多い。とはいえ、日常の「記録」としての日誌という意味
だけではなく、日本語の学習として青年たちは日記をつけていたと思われる。
実際、指導者から赤ペンで字が修正されていたり、405 日の記録のうち 21 日
分の日誌には、日本の詩が書写されている。 
	 こうした日本語教育の一環としての循環日誌は、青年たちにとって必ずし
も自らの考えや思いを自由に綴ることができる場ではなかったと思われる。
例えば、N.T さんは循環日誌の中で、「此のたのしい日記帳が廻ってきたのに、
私は何を書いたら良いか、いつもいつも考えるばかりで書きたいと思っても
事がわからない上、字が知らないので今日はこれだけにして休むことを考え
た」と述べている。また、H.K さんも「今年になって始めての日記なので、
なるべくじやうずに書こうと思うがなかなか書けない」と述べている。この
ような記述からは、日本語によって思うように書けないもどかしさが表現さ
れているように思われる。日誌が書かれた 1950 年頃は勝ち組/負け組7の抗争
も収束し、日系社会がようやく落ち着きを取り戻し始めた時期であり、1930
年代から禁止されてきた日系子弟への日本語教育が再び重視されはじめてい
                                                             
6 1951 年、入植地全域を包括した組織としてレジストロ共済会が再発足した。 
7 終戦直後からブラジルでは日本の敗戦について受け入れることができない勝ち組と
敗戦を認識していた負け組の抗争が繰り広げられた。 
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た。しかしながら、学童期に十分な日本語教育を受けていなかった青年たち
にとって日本語で日記を書くことに戸惑いをもつのは当然のことだったであ
ろう。 
	 さらに、N.H さんは日記を「楽しい日記帳が廻って来た。自分が書くのが
楽しいのではない。人様の書いたのを見るが楽しいのである」と記述してい
る。日本語で思うように書けないもどかしさがある一方で、第四部内で青年
たちが日々の出来事を循環日誌によって共有することについては楽しみでも
あった。では、移民二世が循環日誌で共有してきた日常的な営みとはどのよ
うなものだったのだろうか。 
	 前述したように、循環日誌からは青年たちが日々どのような生活を送って
いたのか、第四部内でどのようなことが起きたのかが記録されている。例え
ば、1950 年 5 月の I.A さんの日誌は次のように記述されている。 
	 今日は一日中良いお天気でした。パパイと兄さんはカマラダ（日雇い労働者）
一人とげんしりんを倒して居た。外のカマラダ二人はカフエザル（コーヒー園）
のカルピ（草取り）をした。私はママイと姉はコペネイラでカフエ取りをした。
午前中は大変露があって着物がぬれながら午後は日があたりましたから、露が
ちつてしまい、カフエ取には良い日でした。今日はお昼御飯も午後のカフエも
山ですませた。夕方家へ帰ると野球を練習した人たちが丁度帰る所でした。夕
飯後少しちくおんきを聞いた。 
	 青年たちの日常生活の中心は、農業に関わる労働である。彼らの農作業は
天候に左右され、晴れた日は「山」と呼ばれる原始林を切り開いた農地での
仕事が主である。雨の日の場合は「家の仕事」をすることが多い。彼らのお
およその一日の流れは次のようなものである。朝 5 時から 6 時頃までに起床
し、朝食としての「カフエ」をすませ、農作業が始まる。午前 10 時頃には昼
食の時間となる。昼食は農作業の合間に「山」でとることもあれば、一旦帰
宅してとることもある。日記には「曇っていて日が見えないので、時間がわ
からない」と記載されていることから、「山」での農作業中には、時間を太陽
の位置で確認していたと推測できる。昼食後再び農作業が始まり、午後 2 時
頃に「カフエ」と呼ばれる休憩をとりつつ、午後 5 時か 6 時頃には帰宅する。
夕食後は、思い思いのことをする。蓄音機を聞いたり、あみ物をしたり、土
曜日には夜学に行ったり、月に一度の青年会の会議に出席したりする。日誌
からは夜学での教育内容の詳細は把握できないが、日本語讀本8を用いた読み
                                                             
8 1937 年にブラジル日本人教育普及会によってブラジルで育つ日系二世の生活世界を
踏まえた教科書として『日本語讀本』全 8 巻が作成された。 
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書きや算術などを学んでいたようである。 
	 また、先述したように、青年会は各部内の補助的な役割を担っていた。レ
ジストロではブラジル独立記念日に学校で行われる行事は青年たちが準備す
ることになっていたが、第四部でも同様であった。循環日誌には「今日は四
部の学校へ明日のフェスタの準備に行った。今日は全会員が出て仕事をする
と言ふのに見えたものは半分くらいで有った。カフエは部で出してくれた。
仕事は三時頃終わったので皆家へ帰った」とある。第四部では、独立記念日
以外でも青年たちが芝居や歌、踊りを皆で練習し、敬老会やクリスマスで披
露された。 
	 さらに、前節でも述べたように、戦後の青年会の団体活動は、野球の試合
が契機となっていたが、循環日誌からも青年たちが労働の合間に野球や陸上、
相撲などスポーツに励んでいたことがうかがえる。N.Y さんは、1949 年に開
催された各部間における野球の対抗試合について次のように述べている。 
	 今年の野球リーグの事について書いて見ませう。 
	 一カ月以上に渡り、今年のリーグ戦も五部チームを今年の先頭チームとして
六月二十六日をもって閉会となりました。 
	 我々チームも今年はと思って、苦心に苦心を重ねて練習をして出たけれど、
二度、失敗に終わりました。此のせつない胸をなぐさめるために、七月五日に、
此の区の父兄が我々〔センシュ〕に〔イローカイ〕をして下さった。並びに I
様、又は A 氏より〔センシュ〕にたいして御苦労であったと云うあいさつが
あった。 
	 僕は非常に嬉しかった。此の日に出席した人は皆嬉しかったと思ふ。しかし、
此の日の嬉しさは、只なる嬉しさでなく、よーするに来年度を目ざす嬉しさで
あり、其上こんなに父兄達が力を入れて下さると思へば、いよいよ来年もがん
ばろーと云う考へは、誰しもあるではないか。果たして此の考へ、此の気持を
わすれるようなら、むしろ何もやらない方が好いと思ふ。K.H 君の書いた日記
を讀んで見ますと、中々いそがしいと見へる。誰しも同じ事と思ふ。しかしい
そがしくも苦心を重ねて、来年度を目ざして、練習をするべき事であります。
此れを此の度の日記として書き、此の度に感じた事であり、又は今年のリーグ
戦に参加した四部チームとしてかんたんに御願いしてやまない次第でありま
す9。 
	 これは 1945 年頃から開催してきた各部間の対抗野球試合についての記述
である。1949 年には、5 月 22 日から 6 月 26 日までの毎週日曜日に対抗試合
が行われた。父兄が 7 月 5 日に慰労会を開催していることから、選手だけで
はなく部全体で対抗試合を盛り上げていたことがわかる。また、各部から数
                                                             
9 本文中の個人名はアルファベットで記載した。 
-73- 
名の野球選手がレジストロ代表チームとして動員され、聖南西野球大会に出
場することもあった。1950 年 7 月に開催された聖南西野球大会は第二部のグ
ラウンドが試合会場となり、レジストロでの青年たちの活動が一層盛んにな
った。I.I さんは循環日誌の中で聖南西野球大会について次のように記述して
いる。 
	 今年の聖南西野球大会は七月七、八日《解読不可》レジストロ植民地の第二
部のカンポ（運動場）にきまりました。二部の父兄たちはプレフェイト（市長）
からトラクタを借りて皆三週間程前から毎日一生懸命働き又カンポは仕上が
らないから大会の日迄には後三日しかないから四部青年会は今日自動車で二
部のカンポへ大会までまに合う様に手伝いに行きました。カンポへ着いた時は
もうトラクタは土を掘って居り、それから僕たちも馬車で土を運びました。 
	 午後からは自動車で夕方まで石を運びカンポへ投げました。二部のカンポは
車で百二十米ちかく有るので、南西一のカンポになるでしょう。 
	 このように、聖南西野球大会では試合会場となる第二部カンポの整備には、
父兄たちがかかわったり、市役所から重機を借用したり、第四部の青年会が
参加したりするなど「部」や青年会という一団体を超えたレジストロ一体の
取り組みであった。こうした野球試合には選手関係者だけではなく、一世で
ある父兄たちもまた応援に駆け付けたり、他地区から遠征に来た人々にもて
なしとして青年女子がお茶出しを行ったりした。つまり、戦後、日系社会 
が混乱する中、日系二世である青年たちの活動は、第四部内だけではなく他
の部やさまざまな組織ともかかわり合いながら、レジストロにおける「日系
社会の明朗化」へと導いたといえる。 
 
2.3、一年を通した農作業 
	 1950 年代の青年会のメンバーの特徴は戦前とは異なる。戦前は構成家族と
して渡航した一世であり、自由な行動がとれる立場にあった。これに対して、
戦後はブラジル生まれの日系二世たちであり、レジストロの日系コミュニテ
ィを統括する組織の下部組織的な側面があった。とはいえ、入植地において
青年たちは常に貴重な労働の担い手であり、移住先での生活基盤を確かなも
のにしようと歩んできた。本節では、農村部であるレジストロの青年たちが
一年を通じてどのように労働の担い手として農業に従事していたのかを明ら
かにする。 
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	 先述したように、青年たちの日常生活の中で中心的な労働は農作業である。
図表 1 は循環日誌に記載されている青年たちの農作業に関する記述を農作物
別に整理したものである。 
 
図 1 青年の農作業の日誌記載数（農作物別） 
 
【米】 
	 日本人入植時、会社側から奨励された陸稲の栽培は不振に終わっていたが、
1950 年頃でもある程度の生産量はあった。『レジストロの六十年』によると、
日本人が入植する前のリベイラ河沿岸の米作10は焼畑農法によるものである。
低地を伐採し、原始林を焼き、そこに播種を行った後は収穫までそのままで
あった。一方で、日本移民たちは、原始林の焼却後の片づけは丁寧に行い、
播種は畝蒔にして、収穫まで除草を何度も繰り返した11。日誌によると、11
月中旬頃から山に火を入れ、蒔付を行っている。T.H さんは 11 月 20 日の日
誌に「十一月の半ばと言えば播附の一番忙しい時節で、誰も同様だと思いま
す」と述べている。発芽後から 1 月下旬頃まで除草を繰り返し行っていたよ
うである。その後、3 月下旬頃から鎌を用いて稲刈りが行われる。稲刈り後、
「アロースたたき」と呼ばれる脱穀作業を行う。あまりにも雨が続くと芽が
出てしまうので、稲刈りはカマラーダや親族を動員して短期間で行われる。
                                                             
10 主に自給自足用に耕作していた。 
11 『レジストロの六十年』p56-57 
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中には、カマラーダを宿泊させ、6 人で稲刈りや脱穀を行ったとの記述もあ
る。I.T さんは稲刈りについて次のように述べている。 
	 朝おきてカフエーをのんだらパパイが今日はアロース（米）をかりはじめる
と言ったので、うれしかった。そえからかまをといでぼくはパパイとアロース
かりに行った。カマラーダたちは皆インプレターダ（使用人）だからカフエザ
ルやマンジョーカ（キャッサバ）のカルピをした。夕方ひどくあつかった。 
	 I.T さんだけではなく、A.M さんや I.M さんもまた、「一年中で一番楽しい
取入れ」と記述していることからも、青年たちにとって 1 年間でたずさわる
多くの農作業の中でも稲刈りには特別な思いがあるといえる。 
 
【コーヒー】 
	 レジストロを含むリベイラ河沿岸は優良な米の生産地であったが、日本人
入植者たちは土地利用の制限や洪水被害などから米作以外に安定供給できる
作物を栽培する必要があった。こうした中、安定的に商品生産できる作物の
栽培を模索してきたという。雨量の多いレジストロではコーヒー栽培は不適
当とされてきたが、1920 年代からコーヒー栽培は行われ、1931 年には米より
もコーヒーの方が生産額が高かった12。 
	 1950 年頃、一年を通して最も多い作業は、コーヒーに関わることである。
特に、3 月から 8 月までの間にコーヒーに関わる農作業が多い。6 月頃から 9
月頃までコーヒーの実を収穫し、他の時期には植苗や除草を行っている。6
月 9 日の循環日誌には、I.Y によって次のような記述がある。 
	 家では今日から今年のカフエをもぎ始めるので僕と弟達でペネイラ（丸い平
らな網）やパンノ（布）を持って山へ出掛けました。良い氣持になってカフエ
をもいで居ますと、晝近くになると空は眞黒になりその中に雨が降って来たの
でパンノのカフエをおおって袋へ入れて家へ来たらちよど晝の時間だった。晝
を食て居る中雨が降って居て、カフエには悪がフーモ（煙草）には良いと思い
ました。 
	 ブラジルにおけるコーヒーの収穫は、木の下に布を敷き、枝から実を一斉
にこき落とす方法が主流であった。落されたコーヒーの実をかき集めて、ペ
ネイラに入れ、これを高く振り上げることで、コーヒーの実と葉っぱなどの
異物を振り分ける。ブラジルの気候的要因からコーヒーの熟期がほぼ一定し
                                                             
12 コーヒーは 360 コント 675 釬であるのに対して、米は 165 コント 561 釬であった。
『レジストロの六十年』p60 
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ていて、熟した実を一斉に収穫しなければならない。このことは、大規模な
農業経営が見込めると同時に、収穫期に多くの労働力を必要とした13。ただ
でさえ労働力が必要となる収穫時期において、降雨は収穫を遅らせることに
つながり、「仕事がはかどらない」と疎まれていた。また、収穫後はすぐにコ
ーヒーの実を天日干しにして乾燥作業を行うことから、日誌の中には起床後
に窓を開けて天気を確認する青年たちの姿も垣間見ることができる。 
 
【煙草】 
	 『レジストロの六十年』によると、入植者の収入増大のための副業として
煙草栽培が奨励された。しかしながら、1933 年の農家調査では煙草農家は 1
戸しかなく、生産額はレジストロ入植地全域の１％に過ぎなかったという14。 
	 煙草に関する農作業を記載していたのは、10 世帯のうち７世帯の青年たち
であった。6 月頃から煙草の苗植えを行い、1 ヶ月くらいすると煙草の「芽止
め」や「芯取り」と呼ばれる手入れ作業が始まり、10 月頃から 12 月頃にか
けては、手入れ作業に加えて煙草の葉の収穫、乾燥などさまざまな作業を行
う。H.K さんは 10 月 26 日の日誌に「僕等二人は雨の降るのもかまわずにた
ばこの芽止めをした。芽止めは今が一番手間の取れる時ですが、少したつと
又らくになる。夕方は雨が止んでよかった。お母さんが少し手伝ったので芽
止めが終わった」である記述している。一方で、M.K さんは、10 月 10 日の
日誌に「昼過ぎ皆で煙草の芽止めに行った。煙草も此の雨でずいぶん伸びた
様だ。もうー取ってもよいじきになったせいか、やにのにおいがひどくてた
まらなかった」と記述し、農作業の過酷さがうかがえる。 
 
３、日常に埋め込まれた共同性 
3.1、青年会の共同作業 
	 第四部の青年会では共同作業を行う日があった。循環日誌には、1949 年 6
月に 2 回、7 月に 1 回、1950 年 1 月に 1 回、3 月に 2 回、5 月に 1 回、7 月に
2 回、共同作業について記載されている。実施しても日誌に記載されていな
い場合や実施に至る経緯の記載がないことから、その実施体制など詳細を把
握できないが、共同作業のおおよその内容が読み取ることはできる。次の引
用文は、共同作業が実施された 1949 年 6 月 8 日の日誌の一部である。 
                                                             
13	 南坊（1957-1958:p79-82） 
14 『レジストロの六十年』p63 
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	 昨夕、明日は I さんにウニオンダモシダーデ（青年会）の共同作業だと言っ
て居たので、今朝は何時もより少し早く目がさめる。カフエーをすましエンシ
ャーダ（鍬）をといだりして居ると、間も無く上の人等が来たので皆しや
マ マ
に行
った。山へ行って見るとまだ誰も居らなかったので少し待つと I さん来たので
仕事が始まった。お晝には I さんの家へ行った。お茶をごちそうになって又山
へ行った。カフエーは I さんが持って行かれたので山でごちそうになった。 
	 今日は皆で二十一人であったのではかどったと思った。 
	 また、7 月 13 日の共同作業が実施された日誌には、次のように記されてい
る。 
	 今朝も五時半頃目がさめたが未だ早いのでもう少し眠らうと思って居る中
にだんだん夜が明けて来ました。 
	 今日はUME でA様宅へアバナカフエーに行くことに定まって居たので朝飯
をすませて早速ぺネイラを持って行って見るともう十数名が集まってお茶を
飲んで居ました。間も無く皆揃って山へと出掛けた。山へ着いて仕事を始めた
ときはすでに七時半頃で有った。 
	 十時頃、皆で A 君の宅迄晝に行った。僕は自宅へ晝に帰った。午後のカフ
エーは小父さん達が山へ持って来てくれたので皆美味しく御馳走に成りまし
た。今日は皆で二十数名集まりましたので、仕事は大分はか取りました。 
	 このように、共同作業では、青年たちは、構成メンバーの各家にコーヒー
園の除草や、収穫されたコーヒー豆のペネイラを用いた異物除去などで労働
力を提供する。一方、提供された家は昼食やカフエを振る舞う。先述したよ
うに、コーヒーの収穫に伴う一連の作業には多くの労働力を必要とされる。
また、コーヒー園の広大な農地の除草は、通常カマラーダと呼ばれる日雇い
労働者に従事させることもあったが、数人程度の場合が多く、約束通りに労
働に来ないこともあった。こうしたことから、20 人以上の青年たちが共同で
除草や収穫作業を行うことは各農家にとって大量に労働力を確保する貴重な
機会であった。例えば、6 月 8 日の共同作業では、参加する青年たちが各自
エンシャーダを持参し、I 家での共同作業として山での除草作業を行ってい
る。後日、I 家の青年の日誌に「僕は夕方家へ歸って今日奥の山を全部カル
ピ終したと話したら父は皆良く働いたと言って喜びました」と記述されてい
る。このように、青年会での共同作業は、第四部内での貴重な相互扶助のか
たちであったと考えられ、終戦直後の日系社会の混乱期における日系二世の
貢献とその重要性を示唆する。 
 
3.2、共同性の中の青年たちの葛藤 
	 前述してきたように、戦後の混乱期に日系社会の組織化も進まない中、青
年たちはスポーツを通して日系社会を明朗化へと導き、共同作業を通して貴
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重な労働力を提供してきた。一方で、循環日誌からは、こうした日系二世た
ちが共同作業や第四部代表として大会や練習に駆り出される中で生じる葛藤
も垣間見ることができる。K.E さんは、次のように忙しい日常生活について
記述している。 
	 今日は楽しい日曜日であるが、朝おきた時はまだ暗かった。昨夜夜学が終っ
てから、今日運動場のカルピをする事になったので、行ってくると、もう三・
四人集まって居た。すぐ仕事を始めると皆は集まった。カルピは九時半頃終わ
ったので、教会の庭をカルピしたり、会館の煙突をなをす
マ マ
マッサを作ったりし
てから昼にした。昼過ぎは煙突をなおし夕方迄で野球の練習をした。僕は日曜
日ほど忙しい日は無いと思った。 
	 この日は、運動場や教会の除草、会館の改装、野球の練習など第四部にお
ける共同的な活動を行っている。本来、日曜日であるから労働から解放され
て「楽しい日曜日」であるはずが15、普段よりも「忙しい日」になるという。
また、別の日は次のように記述している。 
	 今日はカマラーダが二人来たのでカフエーむぎをする事にした。朝の中は霧
があって困ったが晝過ぎは厚かった。カフエーがないせいかすこしもたまらな
い。午後二時頃カフエーにして、それから馬力をかけて働いて夕方はすこし早
めに休んだ。夕食後はしばいの練習に行った。陸上の練習もしなければならな
いし、協同作業には引っぱられるし、自分の仕事もしなければならないし、體
は一つだし困ったねー一體どうしたらいいかな 
	 K.E さんはすでに他界しており16、当時の状況やその後の人生について直接
聞き取ることはできないが、フォーマルな組織に属することで抱える困惑が
うかがえる。日常の農作業に加え、敬老会で披露される青年会メンバーによ
る芝居の練習や陸上練習、青年会の共同作業など第四部の青年たちが共同で
行うことで多忙であるという。先述したように、日本生まれの初期の青年会
メンバーとは異なり、戦後の日系二世の青年たちは、一世を中心とした第四
部全体の考えに反するような独自の行動がとれなかった。一方で、彼らは、
ブラジルで生まれ、ブラジル公教育を受けたブラジル人である。このような
ブラジル生まれの日系二世が、さまざまな共同的な作業に参加することによ
って、一世を中心とした日系社会の構成員として組み込まれる過程における
葛藤が生じていたと考えられる。 
                                                             
15 聞き取り調査によると、第四部の入植者はキリスト教徒が多かったという。 
16 2012 年に筆者が実施したレジストロ市街地の墓の調査によると、K.E さんは 1996
年に亡くなり、現在もレジストロの地で眠っている。 
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	 しかしながら、後述するように、K.E さんはこうした葛藤を抱えつつも、
こうしたフォーマルなつながりを基軸として、より個別的でインフォーマル
なつながりによって、日常の過酷な労働を少しでも楽にして生活基盤の安定
を図ろうとしていたと思われる。では、フォーマルで積極的な相互扶助とは
異なる、インフォーマルな相互扶助とはどのようなものだったのだろうか。 
 
3.3、インフォーマルなつながりの中の「緩やかな共同性」 
	 青年たちの相互扶助は、青年会というフォーマルなつながりだけにとどま
らず、インフォーマルなつながりにおいても見ることができる。例えば、K.E
さんは 1950 年 5 月 9 日の日誌に次のように記述している。 
	 朝食をすませるとすぐ I さん、M さん、T さん三人で良い天気だからと言っ
て手伝い来て下さった。僕は馬をつかみ、向う山へ米をたたく道具を持ちに行
き、勇さん達にアロスを刈ってもらった。九時頃からバラッカを作ってたたき
始めた。今日は本当に良い天気で空は青く澄み、今までに無い秋日和である。
上に大勢なので大分はかどった。 
	 循環日誌の中では、個別での相互扶助的な行為が 11 件記述されていた。そ
の中でも叔父や独立した兄弟など親類関係に基づく労働力の提供は、4 件で
あり、脱穀やコーヒー収穫という農作業から住居の改修に至るまで多様であ
った。一方、青年会メンバー間における相互扶助は 7 件であった。前節で述
べた青年会による共同作業では、主にコーヒー園の除草と異物除去を主に行
っていたが、個別での相互扶助による農作業は、収穫したコーヒー豆の異物
除去作業や洗浄、稲刈り、山焼、播種である。青年会というフォーマルなつ
ながりにおける相互扶助は定性的であるが、個別のインフォーマルなつなが
りにおける相互扶助は多様であるといえる。大量な労働力を一気に確保でき
るフォーマルな共同作業とは異なり、個別的な相互扶助は日頃の農作業の遅
れをカバーできる程度の数名の労働力を確保できる。 
	 例えば、レジストロにおける陸稲の播種は、先述したように 11 月中旬から
山に火を入れ、草木を焼き払った後に播種する焼畑農法であるが、N.Y さん
の家では 12 月 20 日に N.H さんに山焼を手伝ってもらい、12 月 29 日に「米
まき」を行っている。通常よりも 1 か月程作業が遅れた要因について日誌か
ら推測できないが、大規模な労働力までは必要としない適期を逃した農作業
を手伝うなどのインフォーマルな相互扶助的なつながりが浮き彫りになった
といえる。 
	 また、こうした青年たちの間のインフォーマルな相互扶助には、労働力の
代替としてカマラーダの労働力が提供されることもあった。12 月 29 日に陸
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稲の播種を行った N.H さんは次のように記述している。 
	 何といっても夏は夏だ。近頃はとても日が長くてたまらない。日が長いせい
かいつもねすぎていた。其れでも今朝は時間通りに起きた。今日の仕事は何時
も同様プランタアロースだ。朝カフエーをすまし、山へ行った。今日は I さん
のカマラーダと H さんとカマラーダに手伝ってもらった。昼過ぎに兄さんも
来て下さった。 
	 ここでは、労働力として「I さんのカマラーダ」が提供されている。あく
までも相互扶助的なつながりは、日系青年たちの間のつながりである。「I さ
んのカマラーダ」は、実際に N.H さんの労働に従事することはあっても、相
互扶助的な関係性に組み込まれることはない。 
	 青年会というフォーマルなつながりにおいては日系であることや青年期に
いること、同じ第四部の入植者であることが組織として結集する原理になっ
ていると考えられるが、インフォーマルな相互扶助的なつながりにおいてど
のような原理が結集軸に基づいているのか、循環日誌からは明確に導き出す
ことはできなかった17。しかしながら、I さんが非日系の日雇い労働者を自ら
の労働力の代替として提供できたのは、インフォーマルな相互扶助的なつな
がりが、フォーマルなつながりに見られる「日系二世」や「青年」、「第四部
の入植者」という共同性の原理に縛られないことを表出している。このよう
に、日系二世の青年たちのインフォーマルなつながりの中には、無名の非日
系人が日系社会における労働力の代替にもなりうる「緩やかな共同性」を見
出すことができるといえよう。 
 
４、おわりに 
	 本稿では、1950 年頃の日系入植地における日系二世たちによる循環日誌を
通じて、青年期にある移民第二世代の生活世界を概観した。レジストロの青
年会のメンバーたちは、労働の担い手として農業を営み、野球や陸上などス
ポーツを通して戦後の日系共同体を盛り上げてきた。また、彼らが集う青年
会は、農作業における相互扶助的な機能も果たしていた。こうした青年会と
いうフォーマルなつながりは、日系社会の中の共同性を強める一方で、青年
たちの中に葛藤を生じさせることにもなった。しかし、こうした葛藤の受け
皿として、共同作業など大量の労働力を確保する積極的な相互扶助とは異な
                                                             
17 松田（1999:p72-75）は、ナイロビへの出稼ぎ移民による共同性の原理の変化に着目
し、新たに形成された「小規模で不安定な互助講」の可能性を示唆している。 
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る、小規模でインフォーマルな相互扶助が活用され、青年期における日系二
世の間の「緩やかな共同性」が浮き彫りになった。 
	 しかしながら、本稿では、このような生活世界に生きる日系二世たちが、
どのような人間形成プロセスを経て、自らのアイデンティティを構築してい
ったのかまでは明らかにできなかった。今後は、すでに高齢となっている日
系二世への聞き取り調査などによって、一世による教育論や二世論に捉われ
ない生きた移民子弟の姿を描き出していきたい。 
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付記 
	 本稿は、文部科学省科学研究費助成金「移民子弟のホスト社会への参加に
関する人類学的研究―日本とブラジルを事例に―」による研究成果の一部で
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